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Ⅰ 調査の概要

本調査は、自治基本条例で政策の最上位計画として位置付けられている「第 8期中
頓別町総合計画（2022-2031 年）」の策定を進めるにあたり、全町民の町政等に関す
る意見を把握し、計画策定の基礎資料とすることを目的とした。

2020（R2）年 7 月

本調査の回収状況は、以下のとおりである。

１．調査の目的

２．調査方法

町民アンケート調査 住民基本台帳に登録のある 15 歳以上の全町民に対し
郵送配布、役場職員による訪問回収

子どもまちづくり
アンケート調査 中頓別小学校 3年生以上、中頓別中学校の全校生徒

３．調査実施期間

４．回収状況

調査名 配布数 回収数 回収率
（有効回答）うち無効票

（白票等）

町民アンケート調査 1,455 1,253 34 86.1％

子どもまちづくり
アンケート調査 78 78 1 98.7％
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Ⅱ 町民アンケート集計結果

（１）年齢

（２）性別

（３）職業

１．ご自身のことについて（基本属性）

回答者の年齢は、「70～
79歳」が 18.5％と最も高
く、次いで「40～49歳」
が 17.6％、「60～69歳」
が 17.4％となっている。

■ 図表Ⅱ-1-1 年齢（N=1,219）

15～19歳
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60～69歳
70～79歳
80歳以上

無回答

2.9%
6.8%

9.6%
17.6%

13.8%
17.4%
18.5%

12.2%
1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

性別は、「男性」が
48.2％、「女性」が 50.0％、
「その他」が 0.2％となっ
ている。

■図表Ⅱ-1-2 性別（N=1,219）

男性, 
48.2%

女性, 
50.0%

その他, 0.2% 無回答, 1.6%

職業は、「会社員・公務
員・団体職員」が 33.7％
と最も高く、次いで「無
職」が 26.7％、「パート・
アルバイト」が 13.0％と
なっている。

■ 図表Ⅱ-1-３ 職業（N=1,219）

会社員・公務員・団体職員
自営業(農林業以外）

農林業
生徒・学生

パート・アルバイト
家事専業

その他
無職

無回答

33.7%
7.1%

5.0%
2.8%

13.0%
4.4%
4.7%

26.7%
2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（４）現在の就労状況

（５）居住年数

（６）出身地

現在の就労状況は、「フルタイム
（週 35時間以上）」が 40.0％と最
も高く、次いで「働いていない」が
30.8％、「短時間・不定期（週 35時
間未満）」が 10.8％となっている。

■ 図表Ⅱ-1-４ 現在の就労状況（N=1,219）

フルタイム（週35時
間以上）, 40.0%

自営業, 
9.4%短時間・不定期（週35

時間未満）, 10.8%

働いていない, 
30.8%

その他, 
2.8%

無回答, 
6.2%

居住年数は、「30 年以上」が
47.9％と最も高く、次いで「5年未
満」が 15.4％、「20～29 年」が
13.2％となっている。

※ 構成比は小数点第２位以下を四捨五
入しているため、合計しても必ずしも 100
とはならない（以下同様）。

■ 図表Ⅱ-1-５ 居住年数（N=1,219）

5年未満, 
15.4%

5年～9年, 
9.9%

10年～19年, 
10.9%

20年～29年, 
13.2%

30年以上, 
47.9%

無回答, 
2.6%

出身地は、「中頓別町」が 42.2％
と最も高く、次いで「北海道内（宗
谷管内を除く）」が 25.7％、「宗谷
管内（中頓別町を除く）」が 20.9％
となっている。

■ 図表Ⅱ-1-６ 出身地（N=1,219）

中頓別町, 
42.2%

宗谷管内（中頓別町を除く）, 
20.9%

北海道内（宗谷管内を除く）, 
25.7%

道外, 
7.6%

国外, 
1.1%

無回答, 
2.5%
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（７）居住地

（８）居住形態

（９）同居人数

居住環境は、「市街地（中頓別、
旭台の市街地部）」が 78.2％、「市
街地以外」が 17.7％となってい
る。

■ 図表Ⅱ-1-７ 居住地（N=1,219）

市街地(中頓別、旭台の
市街地部）, 78.2%

市街地以外, 
17.7%

無回答, 
4.1%

居住形態は、「持ち家」が 56.5％、
「借家」が 29.0％、「その他」が
12.0％となっている。

■ 図表Ⅱ-1-８ 居住形態（N=1,219）

持ち家, 
56.5%借家, 

29.0%

その他, 12.0%

無回答, 2.5%

同居人数は、「2人」が 37.6％と
最も高く、次いで「3人」が 20.7％、
「１人（単身）」が 19.9％となって
いる。

■ 図表Ⅱ-1-９ 同居人数（N=1,219）

1人, 
19.9%

2人, 
37.6%

3人, 
20.7%

4人, 10.9%

5人, 3.5%

6人以上, 
5.3%

無回答, 
2.2%
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（10）同居者

同居している人は、「配偶者」が
54.5％と最も高く、次いで「子ど
も」が 27.5％、「単身」が 19.9％と
なっている。

また、同居者で「子ども」を選択
している人に、同居している全て
の子どもについて、「社会人」、「高
校・大学生」、「中学・小学生」、「幼
児」の４つの区分による人数をた
ずねたところ、「中学・小学生」が
33.8％と最も高く、次いで「社会
人」が 31.4％、「幼児」が 23.8％と
なっている。

■ 図表Ⅱ-1-10 同居者（複数回答）（N=1,219）

単身

配偶者

親

子ども

祖父母

孫

その他

19.9%

54.5%

12.3%

27.5%

0.8%

1.1%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80%

■ 図表Ⅱ-1-10 子どもの 4区分（複数回答）（N=462）

社会人

高校・大学生

中学・小学生

幼児

31.4%

11.0%

33.8%

23.8%

0% 20% 40% 60% 80%
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（11）運転免許証の有無

（12）自家用車の有無

（13）自家用車の稼働の程度

運転免許証所有の有無は、「有」
が 73.7％、「無」が 24.8％となって
いる。

■ 図表Ⅱ-1-11 運転免許証の有無（N=1,219）

有, 
73.7%

無, 
24.8%

無回答, 1.6%

自家用車所有の有無は、「有」が
71.9％、「無」が 24.0％となってい
る。

■ 図表Ⅱ-1-12 自家用車の有無（N=1,219）

有, 
71.9%

無, 
24.0%

無回答, 4.0%

自家用車の稼働の程度は、「毎
日」が 40.9％と最も高く、次いで
「週 2～3回」が 18.1％、「週 5～
6回」が 14.8％となっている。

■ 図表Ⅱ-1-13 自家用車の稼働の程度（N=877）

毎日, 
40.9%

週５～６回, 
14.8%

週３～４回, 
11.5%

週２～３回, 
18.1%

週１回程度, 
12.8%

わからない・不定期, 
0.0%

無回答, 
1.8%
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（１）まちづくりの取組に対する満足度

２．中頓別町のまちづくりの取組について

町が取り組んでいる 14項目について、それぞれの項目の満足度をたずねた。

満足と感じている割合が最も高い項目は、「②保健・医療の取組」で、「満足している」と
「やや満足している」を合わせた割合は 42.7％となっている。次いで、「⑨自然環境保全に
関する取組」が 30.7％、「③子育て支援・子育て環境の整備に関する取組」が 29.0％となっ
ている。

一方、不満と感じている割合が最も高い項目は、「⑤公共交通に関する取組」で、「不満で
ある」と「やや不満である」を合わせた割合が 35.5％、次いで「④町民生活・町民活動の
取組」が 26.5％となっている。

また、「満足している」を 5点、「不満である」を 1点とし、満足度の平均をみると、「③
子育て支援・子育て環境の整備に関する取組」が 3.7点と最も高く、「⑤公共交通に関する
取組」が 2.6点と最も低くなっている。

■ 図表Ⅱ-2-1 まちづくりの取組に対する満足度（N=1,219）

⑫

⑬

⑭

⑪

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

町民生活・町民活動の取組

子育て支援・子育て環境の
整備に関する取組

保健・医療の取組

福祉の取組

自然環境保全に関する取組

社会資本整備の取組

社会教育・スポーツ・文化に
関する取組

子どもの教育に関する取組

公共交通に関する取組

防災の取組

行政運営の取組

地域振興・活性化に関する取組

商工観光の振興に関する取組

農林業の振興に関する取組

2.8点

3.0点

3.1点

3.3点

満足度の
平均

3.3点

3.1点

3.0点

3.3点

3.1点

3.3点

3.5点

3.7点

2.9点

2.6点

5.8%
12.4%

10.4%

6.3%

3.9%

5.7%

4.0%

4.3%
7.7%

4.2%

2.8%

3.9%
6.9%

6.8%

22.6%

30.4%

18.6%

18.5%

12.4%

13.8%

15.3%

17.1%

23.0%

13.0%

14.9%

14.2%

15.4%

18.9%

28.2%

26.6%

21.2%

29.0%

24.6%

24.5%

30.7%

29.2%

30.6%

29.1%

28.0%

29.8%

30.0%

31.2%

5.9%

6.3%

1.9%
14.3%

18.6%

4.8%

8.0%

11.7%

6.5%

7.5%

15.1%

7.5%

9.2%

7.3%

4.6%

3.3%1.2%

12.2%

16.9%

3.2%

5.3%
8.1%

3.6%

3.5%
10.6%

5.7%
7.9%

3.4%

28.7%

16.7%

37.6%

14.7%

17.4%

38.2%

29.5%

23.1%

22.1%

34.9%

22.2%

31.7%

24.4%

24.8%

4.2%

4.3%
9.1%

5.0%

6.2%
9.8%

7.3%

6.4%

6.6%

7.6%

6.4%

7.3%

6.2%

7.6%

0% 50% 100%

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 わからない 無回答

※ 紙面上では、少数点第 2位以下を四捨五入しているため合計値が異なる場合がある（以下同様）。
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（２）特に重視するべき取組

まちづくりで特に重要と思う取組については、「② 保健・医療の取組」が 33.0％と最も
高く、次いで「⑪ 商工観光の振興に関する取組」が 22.0％、「⑤ 公共交通に関する取組」
が 21.2％となっている。

■ 図表Ⅱ-2-2 特に重視するべき取組（複数回答）（N=1,219）

①福祉の取組

②保健・医療の取組

③子育て支援・子育て環境の整備に関する取組

④町民生活・町民活動の取組

⑤公共交通に関する取組

⑥子どもの教育に関する取組

⑦社会教育・スポーツ・文化に関する取組

⑧社会資本整備の取組

⑨自然環境保全に関する取組

⑩農林業の振興に関する取組

⑪商工観光の振興に関する取組

⑫地域振興・活性化に関する取組

⑬行政運営の取組

⑭防災の取組

16.9%

33.0%

11.6%

19.9%

21.2%

11.6%

6.4%

9.4%

6.2%

13.1%

22.0%

12.1%

11.6%

16.5%

0% 20% 40% 60%
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（１）産業振興の取組について

（２）起業について

（３）短時間労働について

① 短時間労働への関心

３．産業振興について

中頓別町の産業振興に向け
て、必要な取組についてたず
ねた。

「農林業の後継者の育成や
新規就農を促進する」が
31.9％と最も高く、次いで「商
業施設や新しい店舗を誘致す
る」が 17.5％、「6次産業化・
地域のブランド化を促進す
る」が 16.2％となっている。

■ 図表Ⅱ-3-1 産業振興の取組について（複数回答）
（N=1,219）

農林業の後継者の育成や新規就農を促進する
既存の工場・企業等の事業継承を進める

新たな工場・企業等を誘致する
商業施設や新しい店舗を誘致する

観光振興を促進する
６次産業化・地域のブランド化を促進する

起業支援をする
副業・兼業を促進する

特にない
その他

31.9%
11.2%
13.7%

17.5%
13.5%
16.2%

12.0%
8.0%

15.8%
3.8%

0% 50%

起業については、「関心がある」
が 16.7％、「関心はない」が 71.3％
となっている。

なお、「関心がある」と回答した
人にその業務・職種をたずねたと
ころ、「飲食業（13件）」、「農林業
（7件）」などがあった。

■ 図表Ⅱ-3-2 起業について（N=1,219）

関心がある, 
16.7%

関心はない, 
71.3%

無回答, 12.1%

869人

203人

短時間労働への関心について
は、「とても関心がある」が
5.1％、「関心がある」が 28.1％、
「関心はない」が 55.1％となっ
ている。

■ 図表Ⅱ-3-3 短時間労働への関心（N=1,219）

とても関心がある, 
5.1%

関心がある, 
28.1%

関心はない, 
55.1%

無回答, 11.7%

342人

62人

672人
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② １か月のうち働ける日数と１日のうち働ける時間

③ 仕事の内容

短時間労働に「とても関心
がある」「関心がある」と回答
した方に、1ヶ月のうち働け
る日数と 1日のうち働ける時
間をたずねた。

1 ヶ月のうち働ける日数
は、「16～20日」が 26.7％と
最も高く、次いで「11～15
日」が 21.8％、「5日以内」が
17.6％となっている。

1日のうち働ける時間は、「4
～6時間」が 51.7％と最も高
く、次いで「1～3 時間」が
22.3％、「7時間以上」が 12.6％
となっている。

■ 図表Ⅱ-3-4 1 か月のうち働ける日数（N=404）

■ 図表Ⅱ-3-5 1 日のうち働ける時間（N=404）

５日以内, 
17.6%

６～10日, 
11.4%

11～15日, 
21.8%

16～20日, 
26.7%

21日以上, 
15.8%

無回答, 
6.7%

１時間未満, 
1.5%

１～３時間, 
22.3%

４～６時間, 
51.7%

７時間以上, 
12.6%

無回答, 
11.9%

短時間労働をする場合に
できる仕事の内容について
は、「ファイリング」が 30.0％
と最も高く、次いで「皿洗い」
が 27.0％、「清掃（床、窓、
棚）」が 24.8％となっている。

その他には、「パン屋さん」
「接客業」「修理」「高齢者で
もできそうな内職（自宅で）」
などの記載があった。

■ 図表Ⅱ-3-6 仕事の内容（複数回答）（N=404）

ファイリング

皿洗い

清掃（床、窓、棚）

車での送迎対応

清掃（トイレ、水回り）

草むしり・雑草処理

機械を使った草刈り

文具補充

会議対応（会場設営、配付資料セット等）

来客対応（お茶くみ等）

電話受付対応

調理

子守り

その他

30.0%

27.0%

24.8%

24.5%

21.8%

21.8%

21.5%

20.5%

15.8%

15.3%

14.6%

13.6%

9.7%

7.4%

0% 20% 40%
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（４）民泊の実施について

また、「車での送迎対応」と回答
した人の対応可能なエリアは、「町
内」が 40.4％と最も高く、次いで
「浜頓別町」が 26.3％、「音威子府
村」が 20.2％となっている。

「子守り」と回答した人の子守
りの対象は、「乳児」が 25.6％、「幼
児・未就学児」が 48.7％となって
いる。

■ 図表Ⅱ-3-7 「車での送迎対応」回答者エリア
（複数回答）（N=99）

■ 図表Ⅱ-3-8 「子守り」回答者）（複数回答）（N=39）

町内

浜頓別町

音威子府村

歌登

枝幸

40.4%

26.3%

20.2%

12.1%

14.1%

0% 50%

乳児

幼児・未就学児

25.6%

48.7%

0% 50%

民泊の実施についての関心の有
無は、「関心がある」が 5.5％、「関
心はない」が 83.4％、「すでに民泊
をしている／民泊の届け出をし
た」が 0.2％となっている。

■ 図表Ⅱ-3-9 民泊の実施について（N=1,219）
関心がある, 

5.5%

関心はない, 
83.4%

すでに民泊をしている/
民泊の届け出をした, 

0.2%

無回答, 
10.9%
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（１）病院の利用について

（２）救急時の病院の利用について

（３）最期を迎えたい場所について

４．医療・福祉について

過去１年間に利用した病
院・診療所は、「中頓別町国
民健康保険病院」が 70.9％
と最も高く、次いで「名寄市
内の病院・診療所」が 40.5％、
「旭川市内の病院・診療所」
が 20.4％となっている。

■ 図表Ⅱ-4-1 病院の利用について（複数回答）（N=1,219）

中頓別町国民健康保険病院
国保病院以外の中頓別町内の診療所

浜頓別町内の病院・診療所
枝幸町内の病院・診療所
音威子府村内の診療所

名寄市内の病院・診療所
旭川市内の病院・診療所

それ以外の場所にある病院・診療所
過去１年間で病院・診療所は利用していない

70.9%
9.6%

4.6%
5.8%
5.7%

40.5%
20.4%

8.1%
7.5%

0% 50% 100%

救急時に行く病院・診療所
は、「中頓別町国民健康保険
病院」が 81.6％と最も高く、
次いで「名寄市内の病院・診
療所」が 36.1％、「旭川市内
の病院・診療所」が 12.8％と
なっている。

■ 図表Ⅱ-4-2 救急時の病院の利用について（複数回答）
（N=1,219）

中頓別町国民健康保険病院
国保病院以外の中頓別町内の診療所

浜頓別町内の病院・診療所
枝幸町内の病院・診療所
音威子府村内の診療所

名寄市内の病院・診療所
旭川市内の病院・診療所

それ以外の場所にある病院・診療所

81.6%
3.2%
2.1%
2.1%
3.0%

36.1%
12.8%

3.9%

0% 50% 100%

最期を迎えたい場所につ
いてたずねたところ、「わか
らない」が 33.1％と最も高
く、次いで「自宅」が 31.4％、
「町内にある病院」が
15.8％となっている。

■ 図表Ⅱ-4-3 最期を迎えたい場所について（N=1,219）

自宅
町内にある病院

町内にある子どもや親族の家
町内にある高齢者施設（長寿園）

町外にある病院
町外にある子どもや親族の家

町外にある高齢者施設
わからない

その他
無回答

31.4%
15.8%

0.2%
4.5%

2.8%
3.5%

1.7%
33.1%

1.9%
5.0%

0% 50%
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（１）現在の移動手段の確保について

（２）将来の移動手段の確保について

５．交通・移動について

現在の移動手段の確保に困っ
ているかをたずねたところ、「困
っていない」が 52.4％と最も高
く、次いで「全く困っていない」
が 30.4％となっており、「困って
いない」割合は、8割を超えてい
る。

■ 図表Ⅱ-5-1 現在の移動手段の確保について（N=1,219）

全く困っていない, 
30.4%

困っていない, 
52.4%

困っている, 
10.3%

非常に困っている, 
2.1%

無回答, 
4.8%

将来の移動手段の確保に不安
があるかをたずねたところ、「不
安である」が 48.3％と最も高く、
次いで「不安ではない」が 26.2％
となっている。

また、「非常に不安である」と
「不安である」を合わせた割合
は 60.9％、「全く不安ではない」
と「不安ではない」を合わせた割
合は、33.6％となっており、「不
安」と感じている割合は、6割を
超えている。

■ 図表Ⅱ-5-2 将来の移動手段の確保について（N=1,219）

全く不安ではない, 
7.4%

不安ではない, 
26.2%

不安である, 
48.3%

非常に不安である, 
12.6%

無回答, 
5.6%
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（３）利用する移動手段

（４）なかとんべつライドシェアについて

① なかとんべつライドシェアの利用について

普段利用する移動手段の利用頻度についてたずねたところ、よく利用する割合が最も高
い移動手段は、「①自動車（自分で運転）」で、「よく利用する」と「ときどき利用する」を
合わせた割合は 68.2％となっている。次いで、「②自動車（人に乗せてもらう）」が 38.1％、
「③バス」が 21.1％となっている。

■ 図表Ⅱ-5-3 普段利用する移動手段の利用頻度（N=1,219）

①自動車（自分で運転）

②自動車（人に乗せてもらう）

③バス

④ハイヤー（介護福祉タクシー含む）

⑤なかとんべつライドシェア

⑥その他

59.5%

14.3%

4.7%

4.0%

8.7%

23.9%

16.4%

5.6%

1.7%

13.8%

16.2%

7.3%

7.4%

14.4%

24.6%

38.1%

58.5%

61.4%

16.2%

15.8%

23.5%

24.7%

24.6%

27.9%

81.8%

0% 50% 100%

よく利用する ときどき利用する ほとんど利用しない 利用しない 無回答

なかとんべつライドシェアの
利用の有無については、「利用し
たことがある」が 10.9％、「利用
したことがない」が 86.1％となっ
ている。

■ 図表Ⅱ-5-4 なかとんべつライドシェアの利用について
（N=1,219）

利用したことがある, 
10.9%

利用したことがない, 
86.1%

無回答, 3.0%
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② なかとんべつライドシェアの利用意向

③ 利用したくない理由

なかとんべつライドシェアの利
用意向について、「利用したことが
ある」方と「利用したことがない」
方別にたずねた。

「利用したことがある」方では、
「今後も条件やタイミングが合え
ば利用したい」が 44.4％、「今後も
是非利用したいと思う」が 38.3％
となっている。

また、「利用したことがない」方
では、「わからない」が 52.0％と最
も高く、次いで「利用したくない」
が 20.0％、「条件やタイミングが合
えば利用したい」が 16.5％となっ
ている。

なお、「条件やタイミングが合え
ば利用したい」と回答した人の具
体的な条件・タイミングについて
は、「車がなくて緊急の時」「JRの
時間や夜の飲み会など」「身体の調
子が悪く自分で運転できないと
き」などがあった。

■ 図表Ⅱ-5-5 今後の利用意向

「利用したことがある」方（N=133）

「利用したことがない」方（N=1,050）

今後も是非利用
したいと思う, 

38.3%

今後も条件やタイミングが
合えば利用したい, 

44.4%

もう利用したくない, 
2.3%

わからない, 
12.0%

無回答, 
3.0%

是非利用したいと思う, 
6.4%

条件やタイミングが
合えば利用したい, 

16.5%

利用したくない, 
20.0%

わからない, 
52.0%

無回答, 
5.1%

利用したくない理由につい
ては、「自分で運転できるから
必要ない」が 64.8％と最も高
く、次いで「他人が運転する車
に乗りたくないから」が
27.2％、「安全性が気になるか
ら」が 26.8％となっている。

■ 図表Ⅱ-5-6 利用したくない理由（複数回答）（N=213）

自分で運転できるから必要ない

安全性が気になるから

他人が運転する車に乗りたくないから

料金が安すぎて気が引けるから

仕組みがよくわからないから

その他

64.8%

26.8%

27.2%

1.9%

19.7%

8.5%

0% 50%
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④ 移動の助け合いについて

⑤ 自家用車の貸し出しの可能性について

なかとんべつライドシェアのよ
うな移動の助け合いについて賛成
かたずねたところ、「まあまあ賛
成」が 48.5％と最も高く、次いで
「あまり賛成ではない」が
18.1％、「とても賛成」が 18.0％と
なっている。7割弱が賛成してい
る。

■ 図表Ⅱ-5-7 移動の助け合いについて（N=1,219）
とても賛成, 
18.0%

まあまあ賛成, 
48.5%

あまり賛成ではない, 
18.1%

全く賛成できない, 
4.4%

無回答, 
10.9%

自家用車を持っていると回答し
た人に対し、自分が自家用車を使
っていない時間帯に他の人が利用
することについてたずねたとこ
ろ、「使ってほしくない」が 63.5％
と最も高く、次いで「分からない」
が 16.2％、「条件が合えば使っても
よい」が 10.6％となっている。

■ 図表Ⅱ-5-8 自家用車の貸し出しの可能性について
（N=877）※自家用車を「持っている」回答者

他人が利用しても構わない, 
3.0%

条件が合えば使ってもよい, 
10.6%

使ってほしくない, 
63.5%

分からない, 
16.2%

無回答, 
6.7%
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「条件が合えば使ってもよい」人の条件は、「保険がしっかりしている」が 64.5％、「困
った時にすぐ対応してくれる窓口がある」が 53.8％となっている。保険や対応窓口を整備
することが重要であるとわかる。

「使ってほしくない」理由は、「事故の発生等安全面が不安」が 61.8％、「自分が急に使
いたくなった場合使えるようにしておきたい」が 53.5％となっている。

■ 図表Ⅱ-5-9 「条件が合えば使ってもよい」条件（複数回答）（N=93）

保険がしっかりしている

困った時にすぐ対応してくれる窓口がある

貸すことによる対価がある

車内外の傷・汚れ等の確認がしっかりできる

その他

64.5%

53.8%

37.6%

34.4%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80%

■ 図表Ⅱ-5-10 「使ってほしくない」理由（複数回答）（N=557）

事故の発生等安全面が不安

自分が急に使いたくなった場合使えるようにしておきたい

他人に乗られたくない

車内が汚される等衛生面が不安

傷がつくのが困る

時間通り返却されなかったら困る

忘れ物があったときの対応等が面倒

その他

61.8%

53.5%

51.5%

35.9%

28.9%

28.0%

17.1%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80%
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（１）ご近所付き合いについて

（２）ご近所付き合いの人数

（３）買い物について

６．地域での交流・活動について

ご近所付き合いの程度について
は、「日常的に立ち話をする程度の
付き合いはしている」が 35.8％と
最も高く、次いで「あいさつ程度
の最小限の付き合いしかしていな
い」が 35.5％、「互いに相談したり
日用品の貸し借りをするなど、生
活面で協力し合っている人がい
る」が 18.0％となっている。

■ 図表Ⅱ-6-1 ご近所付き合いについて（N=1,219）
互いに相談したり日
用品の貸し借りをする
など、生活面で協力
し合っている人がいる, 

18.0%

日常的に立ち話を
する程度の付き合

いはしている, 
35.8%

あいさつ程度の最
小限の付き合いし

かしていない, 
35.5%

近所の人との
付き合いは
まったくない, 

4.3%

その他, 
1.2%

無回答, 
5.2%

近所で付き合っている人の人数
は、「ある程度の人と面識・交流が
ある（概ね 5～19人）」が 41.2％と
最も高く、次いで「近所のごく少人
数の人だけと面識・交流がある（概
ね 4人以下）」が 40.4％、「近所の
かなり多くの人と面識・交流があ
る（概ね 20人以上）」が 7.5％とな
っている。

■ 図表Ⅱ-6-2 ご近所付き合いの人数（N=1,219）

近所のかなり多くの人と
面識・交流がある（概ね20人以上）

ある程度の人と
面識・交流がある（概ね5～19人）

近所のごく少人数の人だけと
面識・交流がある（概ね4人以下）

隣の人が誰かも知らない

無回答

7.5%

41.2%

40.4%

4.1%

6.8%

0% 50%

買い物に不便を感じているかに
ついては、「ときどき不便に感じる
ことがある」が 34.5％と最も高
く、次いで「とても不便に感じて
いる」が 18.5％となっており、「不
便」と感じている割合が 5割を超
えている。

■ 図表Ⅱ-6-3 買い物について（N=1,219）

不便とは感じていない, 
14.6%

あまり不便に
感じたことは

ない, 
17.6%

どちらでもない, 
10.7%

ときどき不便
に感じること

がある, 
34.5%

とても不便に
感じている, 
18.5%

無回答, 
4.2%
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（４）地域の活動について

（５）地域活動への参加について

町内会や子ども会、老人クラブ
など、住まいの地域活動について
盛んであるかたずねた。

「ある程度行われていると思
う」が 48.1％と最も高く、次いで、
「わからない」が 32.9％となって
いる。

「非常に盛んであると思う」と
「ある程度行われていると思う」
を合わせると 5割を超えている。

■ 図表Ⅱ-6-4 地域の活動について（N=1,219）
非常に盛んで
あると思う, 

3.9%

ある程度行わ
れていると思う, 

48.1%

ほとんど活動は行わ
れていないと思う, 

7.6%

まったく活動は行われ
ていないと思う, 

3.5%

わからない, 
32.9%

無回答, 
4.0%

自身の地域での活動等について参加状況をたずねた。「①町内会・老人クラブ・子ども会
等」は、「年に数回程度の参加」が 37.2％と他の活動と比べて高くなっている。

一方、「③まちづくり活動・ボランティア活動等」は、「参加していない」が 67.5％と他
の活動と比べて高くなっている。

また、「②スポーツ・趣味・娯楽活動・芸能文化活動・生涯学習等」は、「月に１回程度の
参加」から「週に４日以上の参加」を合わせた割合が 12.8％と他の活動と比べて高くなっ
ている。

■ 図表Ⅱ-6-5 地域活動への参加について（N=1,219）

①町内会・老人クラブ・子ども会等

②スポーツ・趣味・娯楽活動・芸能文
化活動・生涯学習等

③まちづくり活動・ボランティア活動等

3.9%

37.2%

15.8%

18.0%

50.8%

62.3%

67.5%

8.0%

9.2%

10.9%

0% 50% 100%

週に4回以上の参加 週に数回程度の参加 週に1回程度の参加
月に1回程度の参加 年に数回程度の参加 参加していない

無回答
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（１）愛着度

（２）暮らしやすさ

（３）中頓別町で誇れるもの

７．中頓別町の暮らしについて

中頓別町に対する愛着度につい
ては、「どちらかといえば感じてい
る」が 44.7％と最も高く、次いで
「あまり感じていない」が
18.7％、「とても感じている」が
18.2％となっている。

■ 図表Ⅱ-7-1 愛着度（N=1,219）

とても感じている, 
18.2%

どちらかといえば
感じている, 
44.7%

あまり感じていない, 
18.7%

感じていない, 
11.5%

その他, 
2.0%

無回答, 
4.9%

中頓別町の暮らしやすさについ
ては、「どちらかといえば感じてい
る」が 45.6％と最も高く、次いで
「あまり感じていない」が
24.1％、「感じていない」が 13.0％
となっている。

■ 図表Ⅱ-7-2 暮らしやすさ（N=1,219）

とても感じている, 
11.1%

どちらかといえば
感じている, 
45.6%

あまり感じていない, 
24.1%

感じていない, 
13.0%

その他, 
1.8%

無回答, 
4.4%

中頓別町で誇れるものについて
たずねたところ、「豊かな自然環
境」が 35.2％と最も高く、次いで
「特になし」が 22.6％、「温かな地
域（人と人）のつながり」が 12.2％
となっている。

■ 図表Ⅱ-7-3 中頓別町で誇れるもの（N=1,219）

活気ある産業
快適な生活環境

安心できる保健・医療・福祉サービス
充実した子育て・教育環境

さまざまな生涯学習活動
個性豊かな地域文化

温かな地域（人と人）のつながり
豊かな自然環境

特になし
その他

無回答

0.2%
2.3%

9.1%
4.8%

0.3%
0.2%

12.2%
35.2%

22.6%
2.1%

10.9%

0% 50%
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（４）定住意思

（５）住み続けたい理由

これからも中頓別町に住み続け
たいと思っているかについては、
「長く住み続けたい」が 33.7％と
最も高く、次いで「どちらともいえ
ない」が 23.3％、「ある程度まで住
み続けたい」が 22.7％となってい
る。

■ 図表Ⅱ-7-4 定住意思（N1,219）

長く住み続けたい, 
33.7%

ある程度まで
住み続けたい, 

22.7%

住み続けたいが、
事情があって移ら

ざるを得ない, 
3.8%

どちらともいえない, 
23.3%

転居したいと
考えている, 
10.0%

その他, 
1.7% 無回答, 

4.8%

「長く住み続けたい」、「ある程度まで住み続けたい」と回答した人にその理由をたずね
たところ、「自然が豊か」が 36.0％と最も高く、次いで「災害や交通事故、犯罪などが少な
い」が 33.3％、「人間関係が良好」が 20.9％となっている。

■ 図表Ⅱ-7-5 住み続けたい理由（N=688・複数回答）

自然が豊か
災害や交通事故、犯罪などが少ない

人間関係が良好
自分に合う仕事（職場）がある・商売や経営が成り立つ

思い入れのある町だから
勤務地・通学地が近い

余暇や生きがいを楽しむ機会、仲間が多い
騒音・悪臭などの公害が少ない

住宅環境が良い、土地代・家賃が安い
安定した収入が得られる

医療や福祉面が安心
特に理由はない

子育て環境が良い、学校教育の環境が良い
親族の介護のため

転居したいが、転居することができない
買い物や娯楽の場が多くあり便利

交通が便利
まちに活気・にぎわいがある

その他

36.0%
33.3%

20.9%
18.9%

15.4%
12.4%
12.2%
11.8%

9.4%
9.2%
8.4%
8.0%

6.1%
5.4%

2.5%
0.4%
0.1%
0.0%
1.9%

0% 20% 40% 60%
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（６）転居したい理由

「転居したいと考えている」と回答した方の理由は、「買い物など娯楽の場が少なく不便」
が 53.3％と最も高く、次いで「老後の生活への不安」が 36.9％、「医療や福祉面への不安」
が 34.4％となっている。

■ 図表Ⅱ-7-6 転居したい理由（複数回答）（N=122）

買い物など娯楽の場が少なく不便
老後の生活への不安

医療や福祉面への不安
交通が不便

自然条件が厳しい（冬の寒さ、雪など）
まちに活気・にぎわいがない

生活・住環境がよくない
自分に合う仕事（職場）がない・商売や経営が成り立たない

余暇や生きがいを楽しむ機会、仲間が少ない
町外に住む親族の介護
勤務地・通学地が遠い

子育てへの不安
特に理由はない

教育環境が良くない
安定した収入が得られない
人間関係がうまくいかない

災害や交通事故、犯罪などへの不安
その他

53.3%
36.9%

34.4%
28.7%

17.2%
14.8%
13.9%

11.5%
11.5%

7.4%
4.9%
4.9%
4.9%
4.1%
3.3%
3.3%

0.0%
5.7%

0% 20% 40% 60%
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新しい総合計画の策定に向けての具体的な意見や提案は以下のようになっている。

８．今後のまちづくりについて

（１）子育て支援・子育て環境の整備に関する取組について

これからの町の未来を作る為にも、子育て世帯へのサポートが必要。
子供が小学の低学年までは、何かと手がかかる。子育て支援のあり
方、保健センタ―（保健師など）とのかかわり方の見直し。子育てが
楽に楽しく、そして町全体で子育てをするような方が良い。制度はす
でにいろいろあるが、利用する側からみると一貫性に欠ける。ネウボ
ラ制度というより、日々どうやって子育てしながら過ごすか？母親、
父親をまず楽にする事！！これだと思う。

40～49歳/女性/
自営業（農林業以外）

自分の子育ては終わりましたが、給食費無料、保育費無料など子育て
しやすい取り組みを行っている中頓別町の政策はすばらしいと思い
ます。もっと強く広くピーアールしたら良いと思います。

60～69歳/女性/

本州など自然被害やテレワークなどで若い方の居住がふえて来てい
るのでないでしょうか。それに合わせてよい子育て環境、よい雇用環
境を整えていくといいと思います。

60～69歳/女性/
パート・アルバイト

我が家の子供たちは、2人とも子供園に通っています。子育ての環境
は充実していると思います。とてもありがたいです。一方で先生方の
負担も感じます。柔軟に労働力の補充等フォローを強化してほしい
と思います。

30～39歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

子供の習いごとの場が少ない。 20～29歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

子どもが普段遊べる公園の遊具（鉄棒やジャングルジムなど）の充実
を図ってほしい。（遊べる場所がない。）

50～59歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

子供が遊べる公園が遠い。 30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員
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（２）子どもの教育に関する取組について

子ども達が都市部に負けないような政策があるとうれしいです。中
頓別町はそもそも子どもの数が少なく、友達の関係を築く上で、限定
されてしまうので、そこを補うように、例えば近隣の同年代の子と定
期的に交流できるようなことができると、子ども達が自分と合う子
と交流でき、より良い環境が整備されるとともに、高校へ進学した際
もとまどうことなく学校生活を送ることができると思います。

30～39歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

人口が減っているので学校を一つにまとめて新しくする。
図書の本も一ヶ所にすることで重ならない様購入できるのではない
か。貸借も楽なのではないかと思う。

40～49歳/女性/
パート・アルバイト

学校の改築、防災、働く場所の確保など、「ここでもいい」が「ここ
がいい」に変わっていく場所になってくれる町になることを期待し
ます。

50～59歳/男性/
自営業（農林業以外）

中学校の建て直し。歴史があるのはわかりますが、子ども達が学ぶ環
境としては、冬寒すぎると思います。

30～39歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

学校は、水害を考え、中学校方面にすべき。 50～59歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

学校の補修なども十分行き届いているとは思えません。外に向けて
アピールするような施策より、まずは今住んでいる住民を大切にし
てほしいです。

30～39歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

なぜ中学校は建て替えが進まないのか？？町長？教育長？職員？ど
の段階で考え方が止まっているのか…。

40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

（３）地域振興・活性化に関する取組について

豊かな自然です。スキー合宿、スポーツ合宿全般受け入れしてみて
は？（以前あったと聞きました）

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

大自然の町といいながら、まったく活用されていない。 50～59歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

人口が増えるような取り組みをしていってもらいたい。 30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

限りある自然を大切にしながら、環境を生かした施設作り等、町外か
ら人が集まる（観光含め）町作りを望みます。

50～59歳/女性/
会社員・公務員・団体職員
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・外部からの資金が入りづらい。
・新しい住人が来ない。
・上記を埋める政策が必要。

30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

最近はスノーボーダーの方々も増えてきているので、スキー場内に
アイテムやしっかりとしたキッカーを作ったら、スノーボーダーの
方々が来てくれると思う。（ここら辺のスキー場でキッカーやアイテ
ムが揃っているところは無いため。）
スケボーパークがあっても、ここら辺には名寄しかないので人がき
てくれそう。

15～19歳/男性/
生徒・学生

（４）町民生活・町民活動の取組について

① 住宅について

最近は新しい住宅や団地ばかり建っていますが、町内に住まわれて
いる人口とそぐわないと思います。それよりも、図書館をもう少し新
しくしたり、町内で買い物がしたいと思うような町作りが必要かと
思います。

40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

新しい建物を建てるよりも、既存の老朽化した施設（トイレがまだ和
式だったり、寒かったりするので）を改装した方がいいかと思いま
す。

30～39歳/女性/
パート・アルバイト

住宅が古い。 30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

住みやすい住宅。老朽化の進んだ住宅が多く、車庫も老朽化が進んで
いる。家賃を払っている以上は、敷地内の整備はしてもらいたい。草
刈や家、車庫の雪下ろしなど。以前、車庫は雪下ろしをしない人は自
己責任のような文章があったかと思ったが、管理は町では？雪害で
の車破損の責任はどうなるのでしょう。
長く住みつづけていくと、景観がとても気になる。窓に板を貼られた
住宅が多く、住んでいるのかわからない住宅が多い様な気がする。も
っと有効に使えないのだろうか。ある程度整備されていたら住みた
い人はいると思う。家族持ちの方など。お年寄りが集まれるところ、
ママさん達のカフェ的なところなど。

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

移住者を優先するのは分かるけど、地元に住んでいる 20代、30代、
40代の人が結婚して共働きでも住みやすい住宅（家賃など）環境を
つくってほしいです。

40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員



26

持ち家を持ちやすいような土地情報をウェブ上で開示するなど、し
てほしい。

30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

② 除排雪について

お願い：冬期間道路の雪の件ですが、開発が歩道に雪をそのままおい
て行き、老人の私達では始末に困ります。なんとか老人家庭の人達の
為に、役場の方で雪が降る前に相談出来れば助かります。

80歳以上/男性/無職

冬の除雪ですが、小さな子供、高齢の方もいるので、歩道の除雪をし
てほしいです。車を運転している方も不安ですし、歩いている場合も
とても怖いです。

30～39歳/女性/
パート・アルバイト

除雪、家の窓の雪投げが必要だ。 80歳以上/男性/無職

冬期の歩道の除雪を丁寧に！斜めにツルツルに削るので、普通に歩
いていても滑って転ぶ。子どもや年寄りが安全に歩けるようにして
ほしい。

60～69歳/男性/その他

特別な施策をする前に、除雪など行政が町民の普通の生活を保障し
てほしいです。除雪でうず高く置かれたものを処理するために町民
が自己負担で業者にお願いしている状況は改善すべきことだと思い
ます。

30～39歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

③ 買い物について

町内で買い物をすると、他地域と比べると値段や品物の数、品質が全
く違います。これでは将来、先細りになると思います。町内の商店の
数も減少しているので、正直、これから先、不安です。

40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

服が買えない。食材のレパートリー不足。猿払のように Qマートを
入れたら良いと思う。

30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

5月末に転入して来たばかりですが、買い物に不便を感じます。仮
に、ドラッグストアなど誘致したら、地元商工会の反発があるでしょ
うが…。

40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

買い物する場所が少ない。スーパーも物がない。コロナで町外に出な
い様にと言われても、スーパーも閉まっている。車も運転できなけれ
ば、食べる物にも困る生活です。大型スーパーの系列店誘致など、生
活を支えるものがあれば良いのかなと思います。

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員
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人口が少ないので無理かもしれないですが、生活用品や薬が売って
いる場所がもっとあった方が便利と思います。

20～29歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

④ 環境美化について

景色の美しさ、人との温かな交流に惹かれて、この町に来たので、そ
ういった魅力を維持していけたらと思います。

20～29歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

町中にあり、老朽化して放置されている建物の撤去を確実に行って
ほしい。（危険を感じる。）

自然を大切にしている町なので、街路樹の伐採などは、よく考えて実
施して欲しい。

50～59歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

⑤ コミュニティ活動について

挨拶の町といいながら、挨拶されることは少ない。 50～59歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

街頭放送で挨拶をしましょうと流れているが、役場でも時々違和感
を感じることがある。愛想よくしなくてもいいが、「こんにちは」く
らい声を出してくれてもいいのに、と思うことがある。

60～69歳/男性/その他

独身、子無し夫婦の場合、地域との交流が限られているので、まちづ
くりとして恩恵を感じることが少ない。
かといって、魅力あるイベントがあるわけでもないので、参加するこ
とも少ない。

葬式などの町内会による手伝いは、30代～若年層には迷惑ではなか
ろうかと思う。今後は外部業者にまかせる方針をしてみてはどう
か？田舎とはいえ、時代錯誤だと思う。コロナの影響もあるので、町
内会というボランティアレベルで行うのは恐い。

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

（５）商工観光の振興に関する取組について

① 雇用創出・就労対策について

リモート就業や在宅勤務等も可能な時代となっています。中頓別町
の良さ、アピールポイントを見出して、居住は中頓別、仕事は都会と
いう可能性を PRして移住者を増やしては？

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

新しい制度により、今ある制度に価値をつけて、新しい雇用を作る。

子育て世帯への新しい働き方→子供が一緒でも出来る制度、フレッ
クス制や子連れ出社等。

40～49歳/女性/
自営業（農林業以外）
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住民増加に向けての方策が必要。雇用環境の整備。生活の利便性の向
上。

50～59歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

移住者や婚活を勧めるには、安定して暮らせるだけの仕事が不可欠
だと思います。企業や工業などできれば雇用や町の活性化にもつな
がるのではないでしょうか。中頓別に嫁いでも、仕事がなくては…結
婚を躊躇するケースもあると思います。

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

農業と建設業がもっと仲良く仕事していくべき。農業は助成が多い
のでお金はあるが、人手不足なので、そこを建設業の人が担って、中
頓別町にお金が残る様にしてほしいと思う。

40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

本州など自然被害やテレワークなどで若い方の居住がふえて来てい
るのでないでしょうか。それに合わせてよい子育て環境、よい雇用環
境を整えていくといいと思います。（再掲）

60～69歳/女性/
パート・アルバイト

② 観光振興・イベント開催等について

観光といわれる施設が一つの場所にあったら、１度で色々出来る、楽
しめる事が望ましく思います。

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

温泉・鍾乳洞・ピンネシリ山・道の駅があるので観光に力を入れて欲
しい。

40~49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

スキー場の設備を整えるといいと思う。せっかく雪質が良いのに、昼
3時に終わるのは中頓別町の観光的にももったいないと思う。ナイタ
ー設備は、ここら辺だと音威音府か枝幸でないと無いので、中頓別の
この雪質でナイターを設備したらかなりの人が利用してくれると思
う。実際にそうなったら、自分も 1日中いたいと思う。

15～19歳/男性/
生徒・学生

お祭りの楽しみがない（屋台が来ない）。 30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

③ 商店街の活性化・地域経済の振興について

国道沿いの空地に、町内のスーパーを統合して 1つの大きめのスー
パーにしたら、商品も増え良いなあと思います。

40～49歳/女性/その他

現在の商店等への手厚いサポートを！ 40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

企業の誘致、長続き出来る会社、物。 80歳以上/男性/無職
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各商店がなくなるのも困るが、特に Aコープがなくなっては毎日の
食材や日用品など、年寄りには大変な事だと思う。

50～59歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

（６）福祉の取組について

高齢化、少子化に対応したまちづくりを。 80歳以上/男性/無職

中頓別町は福祉の町、老人の活動の場を多く充実してほしい。以前の
老人クラブのように多くの老人の活動参加の出来る場を設けてほし
い。いきいき教室を行っていくのに参加者を町内別で多く求めてほ
しい。今のいきいき教室は町民のほんの一部の参加。

80歳以上/男性/無職

老人ホームの職員不足にも気にかけて下さい。 30～39歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

CCRCを目指すべき。 50～59歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

町に福祉を充実させるとは言うが、現状で「住み慣れた」の言葉を抜
いた時に、最期を迎えたいと思えるのだろうか？

40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

心配のない医療、福祉にしてほしい。介護車ドングリを使用する人の
話では、料金が高いので町で助成金を出したらどうですか。私も利用
したいと思います。

80歳以上/男性/無職

（７）保健・医療の取組について

疑問な点が有りましたら、すぐに専門医に行ける体制が必要と思わ
れます。いろんな病気でも手遅れのないように願っています。

70～79歳/女性/無職

週に 1～2回、病院の夜間診療日を作った方がいい。（浜頓別のよう
に）

50～59歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

病院の充実。 80歳以上/男性/無職

今は健康なので住んでいられるが、病気になったり、身体が不自由に
なったりと考えると住み続けられるか不安がある。

60～69歳/女性/
パート・アルバイト

国が行っている保健行政、それをそのまま自治体に下ろす事に疑問。
特に HPV（子宮頸ガン）ワクチンはリスク大で効果疑問。コロナで
配布された布マスクでも国の対策は無策で無駄の利権まみれ。コロ
ナに関しては、PCR検査自体、陽性・陰性などの判定には使えない。
ましてや、コロナの病原性。

60～69歳/男性/
会社員・公務員・団体職員
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（８）公共交通に関する取組について

冬のスキー場への移動手段として、町内からの移動バスなどを設け
ることで、自動車を持っていない人でも手頃にスキー場へ行くこと
が出来ると思う。

15～19歳/男性/
生徒・学生

免許証を返したが健康保持のためパークゴルフ場までの足がなく金
のかからない方法がないか。

80歳以上/男性/無職

将来、自分が車を運転できなくなった時に不安を感じます。ライドシ
ェアには個人的には反対なので転出を選ぶのかもしれません。とて
も思い入れのある町なので、長く住んでいたいです。

30～39歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

今は自分で運転する事ができるが、将来できなくなった時、病院や買
物に行く移動手段が不安である。町でバスを運行してはどうか。

50～59歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

（９）社会教育・スポーツ・文化に関する取組について

個人でいつでも運動できる場、施設が欲しい。（屋内） 50～59歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

町民体育館を常に開放していた方が、町民の誰でも気軽に利用でき、
老若男女を問わず体力低下防止に役立つと思う。

15～19歳/男性/
生徒・学生

町民体育館の改修工事が必要だと思います。衛生面では虫、ほこりが
ひどい。安全面では、窓ガラス割れてる。カーテンボロい。

町民プールも衛生面で工事が必要だと思います。

30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

町民が自由に使える体育館があると良いなあと思います。 20～29歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

（10）社会資本整備の取組について

寿公園の前に、横断歩道をつけてほしいです。 40～49歳/女性/その他

車道より歩きにくい歩道を改善する。(特に国道 275号？)
電柱をなくする。(地下に)費用的に難しいと思いますが。

夏の 7月 7日又は 8月７日頃の 1週間街灯を消して、星を観察でき
る期間を作る。

60～69歳/男性/その他
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（11）農林業の振興に関する取組について

とりあえずぶどうはやめた方がいいと思います。他にもたくさん有
名なワイナリー？ワインがあるところに、何年先になるか、ならない
かわからないものにお金をかけることはとてももったいないと思い
ます。

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

産業基盤である農業に関しては、法人化が地域のためになるか疑問。
（農業規制改革により、法人が、出資者、株主主体で）企業誘致も同
じ。よく検討してほしい。

60～69歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

（12）自然環境保全に関する取組について

資源ゴミ、ビン 1本でもゴミ出しにビニール袋 1枚必要って、なん
だか資源のムダ使いっぽい。ゴミためたくないし。何かいい方法あり
ませんか。

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

（13）行政運営の取組について

① 町の施策や対応などについて

活気ある町づくり。 40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

町のお金の使い方をもっとしっかり考えた方が良いと思います。 40～49歳/男性/農林業

お金を使うなら、ムダなく使って欲しい。何かを作る－イニシャル、
ランニングなど、将来を考え上手に使って欲しい。

60～69歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

地区懇談会には、まったく意味が無い。町の仕事、雑談の中から町民
の思いを見つけて欲しいと思う。

80歳以上/男性/無職

町長の想いが強すぎて現実離れした政策が見直されない。もう一方
で、町職員が政策を語れない。ＰＤＣＡもできない。きちんとした政
策を立てて、遂行したいなら、まともな職員を採用していかなければ
ならない。育てていかなければならない。基本的な土台がないところ
に大きな問題があると考える。すべてがつぎはぎだらけに感じる。

40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

住んではいるものの、町に特別な思いがわかず「ただ通りすぎる町」
と思ってしまっている。魅力においても、おもいきったものも出て来
るわけではなく、まねごとの様な中途半端感しかない。町議さんたち
も、何を話しているのか、よくしようと思っているのか？お互いの足
のひっぱり合いの様な話し合いなんてムダではないかと議会だより
を見ても思う。

40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員
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弱者の声に、もっと耳を傾けてほしい。 70～79歳/男性/
パート・アルバイト

福祉センター、役場など、人が沢山居るのにビックリです。あの人数
が必要なのですか？仕事の出来ない人沢山居るようで。先日も役場
に行きましたら不安そうにされました。

70～79歳/女性/無職

まずは町職員がしっかりするべきだ。他町村と比べると、質が低い。
特に中堅以上が。

50～59歳/男性/無職

活動できる人達がたくさんいるうちに、色々な施策をスピード感を
持って行っていくべきです。

50～59歳/男性/
自営業（農林業以外）

いつも町のために、おつかれ様です。 20～29歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

毎日ご苦労様です。お世話に成ります。 70～79歳/男性/無職

町づくりについてご協力させて頂くことがあればしていきたいと思
います。

30～39歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

中頓別に来たばかりで町内のことはまだ知らないことが多く、また
コロナの関係でイベントや最低限の人との関わりしかしていないた
め不明点があったので、答えられることが少なかったです。これから
町内のことに参加できることはしたいと思います。

30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

古い人は若い人へ、世代交代し、もっと若さで活気あふれ、そのため
の助言に動いてあげられないのかなと。今後、町が好きになるよう
に、自分も一生懸命色々なことに目を向けたいと思うので、みなさま
もよりいっそうがんばってほしいなと感じます。

40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

新しい事業は特に望まないが、今の平穏な暮らしが続けられればそ
れでいい。

60～69歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

自治体の水道民営化（コンセッション方式）は強く反対。
生活に直接関係する問題が、国会の場ではなくて、有識者等の諮問会
議や、改革委員会等で決まることに疑問。特に、道州制などという北
海道の地域性を無視し、行政の効率化などと、地域の声が中央に反映
されない。

ワクチン行政に対しては、3密や、テレワーク、新しい生活を掲げ、
コロナが終息せず、マイナンバー等を紐づけ、ワクチン接種などとな
ったら絶対反対、認められない！

60～69歳/男性/
会社員・公務員・団体職員
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② アンケートについて

無記名アンケートなのになぜ名前が書いてある封筒で回収するので
しょうか？

50～59歳/女性/
パート・アルバイト

アンケートなのに、回収というのは？届いた封筒に入れるのであれ
ば、アンケートではない、無記名ではないですよね？

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

町としての方針、将来像がわからない。今回のアンケート調査は無記
名となっているが、回収封筒に「氏名」と「町内会名」が記載されて
いることから、「まちづくりに対する意見」を求めても、体裁を整え
た内容となってしまうと思う。

50～59歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

このアンケート自体が負担 40～49歳/女性/家事専業

もっと住民の声を聞くべき。(アンケートも必要) 40～49歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

90才すぎてから大変です。回答するのは。 80歳以上/女性/無職

③ 人手不足について

マンパワーが足りない中でのまちづくりではないかと思います。ま
ずは、何か一つにポイントを絞り、その実現へ向けてまちが一丸とな
って取り組んだ方が、よりすばらしいものが出来上がるのではない
でしょうか。

30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

あらゆる箇所で人手不足の声が聞こえるので、自動化や要点を絞っ
て限られた人員を動かす術を町にもたらせられればと思います。

20～29歳/男性/
会社員・公務員・団体職員

④ その他

町民の意識が低いと感じる事がある（町営住宅でペットを飼う、など
公の物に対する考え方 etc）民度を上げたいですね！！

40～49歳/女性/
会社員・公務員・団体職員

うわさ好きな人が多く、自分もネタにされていることが多々あり、息
苦しく感じることもある。町内に少し娯楽があれば、多少は軽減され
るのでは？と思う。

30～39歳/女性/農林業

・広報くばりなど、自治会の負担になる。
・町内会費も高い。
・広報くばるのもおそい。

30～39歳/女性/
会社員・公務員・団体職員
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Ⅲ 子どもまちづくりアンケート集計結果

（１）学年

※これ以降の集計は、小学生・中学生別に行った。

（２）性別

１．あなたのことについて（基本属性）

回答者の学年は、「小学校 4年生」
が 23.4％と最も高く、次いで「小
学校 3年生」が 18.2％、「中学校
３年生」が 15.6％となっている。

■ 図表Ⅲ-1-1 学年（N=77）

小学校３年生

小学校４年生

小学校５年生

小学校６年生

中学校１年生

中学校２年生

中学校３年生

18.2%

23.4%

7.8%

10.4%

14.3%

10.4%

15.6%

0% 20% 40% 60%

性別は、「小学生」では「男子」が
45.7％、「女子」が 54.3％となって
おり、「中学生」では「男子」が
61.3％、「女子」が 38.7％となって
いる。

■図表Ⅲ-1-2 性別（N=77）

 小学生（N=46）

 中学生（N=31）

45.7%

61.3%

54.3%

38.7%

0% 50% 100%

男子 女子
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（１）中頓別町が好きか

■ 参照 前回 2016 年度アンケート結果
：中頓別町が好きか（N=81）

２．中頓別町について

中頓別町が好きかをたずねたところ、「小学生」では「大好き」が 71.7％と最も高く、次
いで「まあまあ好き」が 19.6％となっている。「中学生」では、「まあまあ好き」が 51.6％
と最も高く、次いで「大好き」が 35.5％となっている。

■ 図表Ⅲ-2-1 中頓別町が好きか（N=77）

小学生（N=46）

中学生（N=31）

71.7%

35.5%

19.6%

51.6%

4.3%

3.2%

2.2%

3.2%
3.2%

2.2%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大好き まあまあ好き どちらともいえない あまり好きではない きらい その他 無回答
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（２）自分の学校が好きか

■ 参照 前回 2016 年度アンケート結果
：自分の学校が好きか（N=81）

自分の学校が好きかをたずねたところ、「小学生」では「大好き」が 73.9％と最も高く、
次いで「まあまあ好き」が 19.6％となっている。「中学生」では、「まあまあ好き」が 51.6％
と最も高く、次いで「大好き」が 19.4％となっている。

■ 図表Ⅲ-2-2 自分の学校が好きか（N=77）

小学生（N=46）

中学生（N=31）

73.9%

19.4%

19.6%

51.6% 16.1%

4.3%

6.5%

2.2%

3.2%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大好き まあまあ好き どちらともいえない あまり好きではない きらい その他 無回答
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（３）大人になっても中頓別町に住みたいか

■ 参照 前回 2016 年度アンケート結果
：大人になっても中頓別町に住みたいか（N=81）

大人になっても中頓別町に住みたいかをたずねたところ、「小学生」では「できたらそう
したいと思っている」が 41.3％と最も高く、次いで「そうしたいと思っている」が 26.1％
となっている。「中学生」では、「できたらそうしたいと思っている」が 25.8％と最も高く、
次いで「どちらともいえない」「あまりそう思わない」が 22.6％となっている。

また、「あまりそう思わない」「思わない」を合わせた割合が、「小学生」では 13.0％であ
るのに対し、「中学生」では 29.0％と「小学生」と比べて割合が高くなっている。

■ 図表Ⅲ-2-3 大人になっても中頓別町に住みたいか（N=77）

小学生（N=46）

中学生（N=31）

26.1%

3.2%

41.3%

25.8%

8.7%

22.6%

6.5%

22.6%

6.5%

6.5%

10.9%

19.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そうしたいと思っている できたらそうしたいと思っている どちらともいえない
あまりそう思わない 思わない まだわからない
その他 無回答
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（１）バスやタクシーの乗車頻度

（２）家族の車での送迎について

３．移動手段について

スクールバスを除く
バスやタクシーに乗る
頻度については、「ほと
んど利用しない」が「小
学生」が 97.8％、「中学
生」が 100％となって
いる。

■ 図表Ⅲ-3-1 バスやタクシーの乗車頻度（N=77）

小学生（N=46）

中学生（N=31）

2.2%

97.8%

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週１回以上 月に数回程度 ほとんど利用しない 無回答

家族が車で送迎し
てくれるのは、どのよ
うな場面かをたずね
たところ、右記のよう
な意見があった。また、
特に多かった意見は、
「小学生」では「スポ
ーツ少年団」、「中学生」
では「部活動」となっ
ている。

■ 図表Ⅲ-3-2 家族の車での送迎について（自由記入）

小学生 件数 中学生 件数

スポーツ少年団 19 部活動 12

塾、習い事のとき 18 登下校 4

友だちの家に遊びに行くとき 7 雨など天気が悪いとき 2

雨など天気が悪いとき 2



39

（１）中頓別町のここがいい（好き）と思うところ

４．中頓別町についての具体的な意見

中頓別町のここがいい（好き）と思うところはなにかをたずねた。具体的意見は以下の
ようになっている。

主な意見 件数
自然が豊か、自然がいっぱいで景色もきれいでいい、自然で生き物がたくさんいる 51
住んでいる人みんながやさしい、みんなで助け合っている所、町民が元気で明るい事 33
あいさつを大切にしている、みんなが元気なあいさつをしている所 17
牛乳がおいしい 11
公園がいっぱいでいい 6
牛がいっぱいいるところ 6
お祭りなどの行事がたくさんあるところ 5
水がおいしい 4
静かなところ 4
治安がいい 3
プール 3
空気がきれい 3
特産品がおいしいところ 3
地震などがあまり起きない 2
人が多くない 2
砂金がたくさん採れる 2
以下、回答数１件
鍾乳洞 ピンネシリ温泉 ピンネシリ山
スキー場があるというところ スキー場のラーメンがおいしい 図書室の本がいっぱいある
小学校 中学校 学校の体育会
勉強が楽しい 友だちがいる ならいごとがある
スポーツがいっぱいある スクールバスとかがある 消防車がかっこいい
酪農が盛ん 農家 ソフトクリームがおいしい
お店 八番食堂 安いところ
食べ物がたくさんある 山菜がいっぱいでいい ねこがたくさんいる
場所を覚えやすい 町に人がいっぱいいる事 平なところ
銭湯があるから 団地があるところ すずしいところ
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（２）中頓別町のなかで好きなところ（場所）

中頓別町のなかで好きなところ（場所）はどこかをたずねた。具体的意見は以下のよう
になっている。

主な意見 件数
学校 20
鍾乳洞 14
メモリアルパーク 14
プール 13
スキー場・寿スキー場・中頓別スキー場 13
自分の家 11
ことぶき公園 10
公園 7
図書館 7
中野商店 7
小・中学校 5
中頓別小学校 5
セイコーマート 4
プラン 3
川 2
ジャンボ 2
中学校 2
中頓別鍾乳洞 2
森 2
温泉 2
黄金湯・銭湯 2
お店 2
道の駅 2
以下、回答数１件
ペーチャン川 砂金ぼり場 安川
展望台 旭台 町民センター
体育館 剣道場 消防署前
あかね公園 郷土資料館 町民プラン
バスターミナル もうもう 保育園
買い物ができるところ すず屋（ケーキ屋） チーナドゥ
学校の空
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（３）中頓別町のここがよくないと思うところ

中頓別町でここがよくないと思うのはどのようなところかをたずねた。具体的意見は以
下のようになっている。

主な意見 件数
お店が少ないところ（買いたいものが買えないときがある） 31
遊び場があまりない事 10
人口が少ない 10
50 メートルプールがほしい 9
スキーのすべるとこをもうちょっとでかくしたい、スキー場にナイターがほしい 9
中学校が古い 6
公園があまりない、遊具がこわれている 5
ゴミがたくさん落ちているところ 5
温水プールがほしい 4
プールが古い 4
遊べる施設が少ない 3
ゲームセンターがあったらいい 3
大きな建物がない 2
小学校の遊具が使えなくなり減っている 2
信号があまりないところ 2
スケートリンクがほしい 2
部活が少ない 2
以下、回答数１件
学校が寒い 学校などの建物が古くなってきていて、少し危険なところ
中頓別小学校の中が暑い、風通しが悪い 学校が小さいところ
自由に遊べる体育館が少ない 野球場の数をふやしてほしい
スケートボードの練習場がほしい 遊具が少ない
陸上競技場がない 自由に遊べて、休められる場所がほしい
自然を活かしきれていないところ 観光客が少ない
町の環境問題についてあまり積極的でないところ 家がちょっと少ない
空き地や空き家が多い 廃墟が多すぎる
建物が少ないところ 建物が古い
病院が少し小さい 歩道が少ないところ
高校がない 信号が多い
特産品を使ったおみやげなどが少ない 牧場が多い所には店があまりない事
ことぶき公園 大畑山
ネット環境 あまりパッとしないところ
クマが出る 暑いところ
虫がたくさんいる
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（４）もし町長になったら、どんなことをしたいか

あなたが、もし町長になったら、どんなことをしたいかをたずねた。具体的意見は以下の
ようになっている。

主な意見 件数
町にゴミなどがない町にしたい、町の道路、歩道、花だんなどキレイにする 15
店をふやす 9
人口をもっと増やすためにツアーを行って中頓別を好きになってもらう
中頓別町の良い所をもっとたくさんの人に広めたい 8

中頓別をもっといい町にする、豊かな町にしたい 6
自然を守る取り組み（クリーン作戦など） 5
スポーツ施設などを充実させる 5
いろいろな企画を作る（イベントなど） 4
中学校を建て替える 4
プールを建て直す 4
温水プールやスケートリンクをつくる 3
仕事をいっぱいしたい 3
人をふやしたい 3
町の人達と交流をする 3
町民が交流できるような場をつくる 2
町民全体で安心してくらせる町づくり 2
自然を生かした取り組み（キャンプ場を作る、森にコテージを作るなど） 2
ゲームセンターがほしい 2
公園を増やす 2
スキー場にナイターをつける 2
小学校の校庭などをなおす 2
スポーツ少年団を増やす 2
以下、回答数１件
あまっている敷地を活用してお店を建てる（100 均・ドラッグストアなど）
中頓別の歴史を伝えれる博物館を作りたい 新しい中頓別の名物を作りたい
会社を作る 大きな建物を作りたい ホテルを作りたい
でかい病院を作る 遊園地を作りたい ラウンドワンを建てたい
イオンがあったらいい セイコーマートが二階建てがいい 未来の技術を使った遊具を作る
みんなで使える大きな食堂を作る 食べ物屋を作る 森の中にカフェを作りたい
ドッグランをつくる 図書館を新しくしたい 重機を新しく入れ替える
家をふやす 古い家を新しい家にしたい 町を広くしたい
スキー場行きのバスを出す 経済を今よりも回したい あまり電気を使わないようにする
高級ベッドに寝たい 一番でかいテレビをみる ならない
静かな町にする 他の町もいい所を探したい 人をおたがい助ける
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中頓別町に対する具体的な意見や提案は以下のようになっている。

５．中頓別町に対する意見や提案

（１）中頓別町に望むことなどについて

このまま、自然豊かな中頓別町であってほしい・そして未来には人口も増
え、人気な町になっててほしい

小学 5年,女

このまま自然豊かな町でいてほしい！ 小学 5年,女

これからも、色々な人にやさしくする人が住む中頓別町をつくってほしい 中学 3年,男

これからも明るい町になってほしい・これからも自然が豊かな町になって
ほしい

小学 5年,女

事故がない 中学 2年,男

自然を残しておいてほしい・建物を新しくしてほしい 小学 4年,女

人口の減少が心配なので、テレビや新聞などに中頓別町の自然などをのせ
たほうが良いと思う

小学 5年,女

中頓別でとれない小麦粉を使ったパンなどを作るのではなく、中頓別でと
れる山菜や川魚・はちみつなどを使った食べものを作るのも良いと思っ
た・食べものだけではなく、中頓別の木材を使った置き物もあると良いと
思った

小学 6年,女

中頓別町は自然豊かでとてもいい所だと思います 中学 3年,女

中頓別は自然が宝物だから、自然をあまりなくしたくはない 小学 6年,男

中頓別町を豊かにする 小学 4年,男

もっと今まで以上に活気のある町になってほしい 中学 3年,女

豊かで、自然あふれる中頓別町にしたい 小学 6年,男

新しい物をいっぱい作った方がいい 小学 4年,男

あちこちにある古い建物を直すと、町の見た目がよくなると思った・町の
自然を生かして、何か作ってほしい・イベントを少し作ってほしい

小学 3年,女
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観光に力を入れるべき 中学 2年,男

古い家を壊してほしい・ツリーハウスがほしい・噴水がほしい 小学 3年,男

古い建物などをなおしてほしい 中学 1年,女

中頓別町でとれる物のお店・余った土地に新しいお店を建てる 小学 4年,男

牧場がない所に温泉がほしいです・商店街がほしいです・遊園地で遊べた
り、観光客が来てほしいから、作ってほしいです・町民がもっと明るくな
ってほしいからポスター、できればパンフレットを作ってほしいです（お
すすめしたい事など）・スーパーマーケット（イオン）など、薬屋（ツルハ）
など作ってほしいです・動物園を作ってほしいです

小学 3年,女

（２）学校、公共施設の整備について

小学校を大きくしてほしい 小学 4年,女

中学校がボロボロだから直してほしい 中学 1年,男

中学校を新しくしてほしい 中学 1年,女

中学校を建て直していただけると、次の代の人がとても喜ぶと思いますの
でどうぞよろしくお願いします！

中学 3年,女

中体をなおしてほしい 中学 1年,男

町民体育館を建て替えてほしい 中学 1年,男

部活動や少年団をふやしてほしい 小学 4年,男

野球少年団を作ってほしい 小学 4年,男

（３）商業施設の誘致などについて

100円ショップや少し大きいスーパーなどを建ててほしい 小学 5年,女

お店を多くする 小学 4年,女

お店をふやす 小学 4年,男

ゲームセンターを作ってほしい・マックを作ってほしい・お菓子ランドを
作ってほしい・町のイベントを増やしてほしい

小学 3年,男

ゲーム屋を作ってほしい 小学 4年,男
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ゲームの店を作ってほしい・プールをウォータースライダーを作ってほし
い

小学 3年,男

公園を作って・ゲーム屋を作ってほしい 小学 3年,男

公園を作ってほしい・イオンを作ってほしい・ホテルを作ってほしい・ス
キー場をもうちょっと広くしてほしい・動物にふれあえる動物園を作って
ほしい・ねこがいっぱいいる公園を作ってほしい

小学 3年,男

鍾乳洞以外の観光スポットを作ったらいいと思う・ゲームセンターを作っ
たらみんなが楽しめて良いと思う

小学 4年,男

スーパーを空き地に作る・公共施設をもっと増やしたい・花や自然が町に
欲しい

小学 3年,女

百均やドラッグストアなどあってもいいと思う・ちょっと大きいスーパー
があったら楽になる

小学 6年,女

ホテルを作ってほしい・お寿司屋さんを作ってほしい・お菓子屋さんを作
ってほしい・家を作ってほしい・遊園地を作ってほしい・服屋さんを作っ
てほしい・公園をもっと作ってほしい・水族館を作ってほしい・イオンを
作ってほしい・ゲームセンターを作ってほしい・もっとでかいウォーター
スライダーとかついてるプールを作ってほしい

小学 3年,女

本当に遊べるところがないからもっと公園や遊べる施設をつくってほしい
です

小学 6年,男

町のイベントをふやしてほしい・動物園を作ってほしい・遊園地を作って
ほしい

小学 3年,女

店をもっと建てたらいいと思う・学校に屋上を作ったらいいと思う・人を
ふやしたらいいと思う

小学 4年,女

店をもっと増やす・工場を増やす 小学 6年,男

メモリアルパークに噴水を作ってほしい 小学 4年,女

もう少し店や、食べ物屋さんなどをふやして、もう少し町をひろげたい 小学 4年,女

もうちょっと店をふやしたほうがいいと思う（セブンイレブン） 小学 4年,女

中頓案内マップをつくる・コンビニをふやしてほしい 小学 4年,男
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もっと子どもが外で遊びたくなるような公園を作ってほしい・お店も少な
いので、もっと増やして良い町になってほしい

中学 3年,女

やさしい町にしたい・いちごがりを作って・ねこカフェを作ってほしい・
人間をふやしてほしいです

小学 3年,女

遊園地がほしい・動物園がほしい・水族館がほしい・虫がいなくなってほ
しい

小学 3年,女

遊園地を作ってほしい・地震の体験をできる車 小学 3年,女

動物園があってほしい・イベントを多くしてほしい・服屋さんが多くして
ほしい

小学 3年,女

土曜授業をなくしてほしい・ドラッグストアやちょっと大きいストアをつ
くってほしい・スキー場にナイターをつけてほしい

小学 6年,女

温泉をふやしたい 小学 5年,男

カラオケ店を作ってほしい 中学 1年,男
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Ⅳ 調査票
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